
水と緑と花のまち

市政だより

GB 目白宙φゐ

昭和58 年 9 月15 日 No.983

人口の動き

8 月 1 日現在前月比

人口計 67 ，925 - 115 

男 32 ，700 - 54 

女 35 ，225 - 61 

世帯数 19 ，998 - 32 

「ねえ おばあちゃん おばあちゃんの子供の頃は どげん遊びぱしよつだと」

「そうね お人形さん遊びなんか楽しかったよ・・・・・」おばあちゃんと孫の コミュ二ケ ションは

初紋を思わせる日射しの中で 明るい笑い声とともに いつまでち続きます

毎月 1 日・ 15 日発行 発行所/大村市役所古代 )③ 4111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷
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あなたの企業もご加入下さい

包B 8 ヨ〈切医3
園⑬悶鴎ぜ

中小企業退職金共済制度|

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
と
は
ー

退
職
金
を
自
前
で
持

つ
こ
と
が

困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助

で
い
ざ
と
い
う
時
に
、
退
職
し
た

従
業
員
に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
制
度
で
、

労
使
双
方

か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

の
企
業
も
加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

制

度

の

特

色

は

ー

O
毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
、
企
業

の
実
態
に
あ

っ
た
退
職
金
ず
つ
く

り
が
で
き
ま
す

※
下
水
道

O
国
の
制
度
で
す
の
で
、
安
全
で

確
実
で
す

O
掛
金
は
、
全
額
、
経
費
扱
い

に

な
り
ま
す

O
退
職
金
に
国
の
補
助
金
が
つ
き

ま
す

O
過
去
の
勤
務
期
間
も
通
算
で
き

ま
す

O
毎
月
の
掛
金
は
口
座
振
替
で
納

め
ら
れ
ま
す

掛

金

は

千
二
百
円

1
一
万
六
千
円
ま
で

の
四
種
類
の
中
か
ら
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
l

所
定
の
申
込
書

(
各
金
融
機
関

に
あ
り
ま
す
)
に
、
申
込
金
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

問
合
せ
先

各
金
融
機
関
、
商
工
観
光
課
労

政
係

住
み
よ
い
郷
土
の

お

忘

れ

な

く

匪霊園

住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

ー
街
づ
く
り
わ
た
し
も
協
力

住
ま
い
の
調
査
|

5
年
に
1
回
実
施
さ
れ
る
「
住

宅
統
計
調
査
」
が
叩
月
1
目
、
全

国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

計
量
器
定
期
検
査

商
応
、
学
校
、
病
院
、
官
公
署

な
ど
で
商
取
引
、
証
明
な
ど
に
使

用
し
て
い
る
計
量
器
や
、
農
家
で

生
産
組
合
に
出
荷
す
る
た
め
に
使

用
す
る
計
量
器
は
、
年
に
1
回
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

な
お
、
検
査
を
受
け
る
と
き
は

手
数
料
(
計
量
器
に
よ

っ
て
異
な

り
ま
す
)
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
商
工
観
光
課
労
政
係

計量器定期検査日程

目見ー島 戸場 者 時← 開 jま‘日 場所 時 積

10 .4凶
ニ浦出張所 10 : 30~12 ∞ 11 伏)

中地区公民館
鈴田出張所 12 凶

10 ∞~15 ∞ 
13 伺~14 ∞

5凶
萱瀬 出張所 10 : 30~ 12 ∞ 13同 市民会館 10 ∞~15 ∞ 

福重出張所 13 : 30~15 ∞ 14 樹

6同 竹松出張所 28 樹
市 f生 所 10 ∞~15 ∞ 

10 ∞~15ω 

7樹 松原出張所 10 ∞~ 15 ∞ 12:00~13 : 00は行いません

こ
の
調
査
は

「住
宅
の
国
勢
調

査
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
皆
さ

ん
の
住
宅
や
世
帯
構
成
な
ど
の
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は

こ
れ
か
ら
の
住
宅
建
設
計
画
や
都

市
計
画
、
環
境
整
備
計
画
な
ど
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な

っ
た
世
帯
に

は
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
を
作

る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。

小
包
料
金
が

安
く
な
り
ま
し
た

大
村
郵
便
局

宮
②

2
0
0
6

9
月
1
日
か
ら
、
小
包
料
金
が

改
正
に
な
り
利
用
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
遠
距
離
の
速
達

小
包
郵
便
物
は
航
空
便
で
お
届
け

し
ま
す
。

ま
た
、
叩
個
以
上
の
時
は
加
%
、

別
個
以
上
の
時
は
お
%
、
料
金
を

割
り
引
き
ま
す
。

※
料
金
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
郵

便
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

00 ) 
00) 
00 ) 
00) 
00) 
00) 
00 ) 

市民相談コーナー (広報公聴課) ですべて無料で行っています。お気軽にご相談下さい。

00~15 

30~ 12 

30~ 12 

00~15 

00~ 15 

00~15 

00~ 16 

10 
9 
9 
10 
10 
10 
13 

( 6 日
(1 3 日
(14 日
(19 日
(25 日
(26 日
(28 日

人権相談
行政相談
登記相談
法律相談
交通事故相談
厚生・国民年金相談
不動産相談
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お
て
つ
だ
い

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

!
叩
月
の
定
例
相
談
日

~) 



※
み
ん
な
で

乗
ろ
う
守
ろ
う

毎
金
相
談

日
日
曽
田

昭和58 年 9 月15 日
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保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

私
は
、

保
険
料
を
納
め
ず
に

免
除
申
請
を
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
、
老
齢
年
金
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。

一一
老
齢
年
金
は
一

定
期
間
(
昭

和
5
年
4
月
2
日
以
降
生
れ
の

人
は
、
お
年
以
上
)
の
納
付
か

免
除
の
期
間
が
あ
れ
ば
も
ら
え

ま
す
が
、
免
除
期
間
は
納
付
期

秋
の
〈
王
国
支
通
安
全
運
動

り

デ戸〉とのも4 戸

聞
の

3
分
の

ー
と
し
て
年
金
額

が
計
算
さ
れ
ま
す
。

一
免
除
し
て
い
た
年
の
保
険
料

を
納
め
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か
っ

一一
免
除
し
て
い
た
期
間
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
を
追
納
と
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
叩
年
前
の

免
除
期
間
ま
で
有
効
で
、
そ
の

当
時
の
保
険
料
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
追
納
を
す
る
と
、

そ
の
期
間
は
、
納
め
た
も
の
と

し
て
年
金
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

9
月
引
日
j
初
日

子
供
と
お
年
寄
り
を

事
故
か
ら
守
ろ
う

おおむ

市
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
は
、
今
年
に
入
っ
て
す
で
に

6

人
の
人
が
亡
く
な
り
、
こ
の
数
は

昨
年
の
同
期
に
比
べ

2
人
増
加
し

て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
内
容
を
見
る
と
、

歩
行
中
の
子
供
と
お
年
寄
り
が
多

く
、
と
り
わ
け
お
年
寄
り
の
犠
牲

者
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

市政だより(3) 

も
う
一
度
、
交
通
安
全
の
原
点
に

帰
り
痛
ま
し
い
犠
牲
者
を
こ
れ
以

上、

た
さ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

し
よ
も
つ
。

大
村
線

婦人科傭診
(乳・子宮ガン )

" 伺中
きる検保※ 30 象
るこ診険各歳 と
人とをな種以 な
はの受ど社上 る
除でけで会 人

免
除
を
し
て
い
た
人
に
は
追
納

制
度
を
お
勧
め
し
ま
す
。gr 

早川
A
)
-
H
V
A
}
金↑

竺
A
A
W

巧

/
l
b

き
ま
す
。

F
h
H
Aノ
か

期

間

同
月
中
旬
ま
で
の
、
毎
週

〈

ii

月

・
水

・
金
曜

。。@@。
き
れ
い
が
併
を
つ
く
る
の
同

9
月
引
日
j

m
日
・
環
境
衛
生
週
間

9
月
比
日
は
、
廃
棄
物

の

処

理

の

駆

除

を

実

施

す

る

お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
が
施

大
し
尿
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管

行
さ
れ
た
日
に
あ
た
る
の
で
、
清

理
に
努
め
る

掃

の

日

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

な

ど

し

て

、
大
村
を
美
し
く
清

食
、
コ
ミ
や
空
き
か
ん
な
ど
を
、
山

潔
な
街
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

や
海

・
川
な
ど
に
捨

て
な
い

会
ゴ
ミ
は
燃
え
る
物
と

燃
え
な
い
も
の
に
分

け
、
決
め
ら
れ
た
日
、

時
間
に
出
す

女
ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
す

女
不
用
品
交
換
会
や
集

団
回
収
な
ど
再
資
源

利
用
を
行
予
っ

す
清
掃
の
日
を
中
心
に
、

各
家
庭
で
清
掃
を
行

う
と
と
も
に
、
害
虫

場
所

市
立
病
院

料

金

無

料

申
込
期
限

9
月
初
日
樹

申
込
・
問
合
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

回
目
E 
E 
a 

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は
、
採
用
後
住
む
こ
と

が
で
き
る
人

若
干
名

9
月
凶
臼
樹

l
m
月
3
日
何

日
月
6
日
同

所
定
の
申
込
用
紙
(
人
事
課
に
あ
り
ま
す
)
で
応
募

し
て
下
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

人
事
課
人
事
係

採
用
条
件

採
用
人
員

受
付
期
間

一
次
試
験

応
募
手
続 大学卒業程度の学力を有し、昭和32 年

4 月 2 日 ~37年 4 月 1 日までに生まれ

た人
政行

性別は問いません

高校卒業程度の学力を有し、昭和37年

4 月 2 日 ~41年 4 月 1 日までに生まれ一般事務仇)

た女子

高校卒業程度の学力を有し、昭和 37 年

た男子

4 月 2 日 ~41年 4 月 1 日までに生まれ一般事務侶)
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急
健
康
自
髄
発

生
ワ
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チ
ン
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投
与
を
行
い
ま
す

(
小
児
マ
ヒ
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りむ

該
当
す
る
乳
幼
児

O
生
後
6
1
4
か
月
ま
で
の
初
回
投
与
を
受
け
て
な

い
乳
幼
児

O
二
回
目
投
与
が
す
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な
い
幼
児
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児
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生
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軍
医
¥

ワ
ク
チ
ン
接
種

後
1
か
月
を
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

お
願
い

O
当
日
は
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い

O
体
温
を
計

っ
て
来
て
下
さ
い

O
な
る
べ
く
生
後
四
か
月
ま
で
に

2
回
受
け
終
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
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会 場~蚕奇襲
市役所 11 0月

萱瀬 出張所 4 日(火)

諏訪公民館

三浦 出 張所

鈴田出張所

竹松出張所

福重出張所

中地区公民館

松原 出 張所

5 日(Jj( )

6 日(木 )

7 日幽

生ワク投与日程

※
胃
ガ
ン
検
診
の
結
果

lJ@庖@自@ '@ .[0. !汐 守口
日 当番医 1613 当番医

担} (小) 出口小児科諏訪 3 丁目E ② 2 252 (BJ (婦 ・内)大野婦人 科内科 原口町宮⑤ 44 50

(外 ・内)牧 山医院 宮小路 2 丁目含⑤ 783 1 (外 ・旺)山道医院桜馬場 2 丁目2 ③ 2305

3 日 安産教室 市役所 9 : OO~ 11 : 00 00 9 : 30 まで 17 日 乳幼児健康相談 竹松出張所

(月) @母子健康手帳、ズボン (月) 9 : 30~ 11 : 00 ⑪ 0~6 か月の乳児

一般健康 相談 市役所 13 : 00~ 16 : 00 13 : OO~ 15 : 00 ⑪ 7 か月以上の乳幼児

4 日 乳幼児健康相談 18 日 乳 幼 児 健 康 相 談

(火) 保健所 ② 9 : 30~ 10 : 00 @ 0 ~ 4 か月の乳児 (火) 保健所 @ 9 : 30~ 10 : 00 @ 8 か月以上の乳児

松原出張所 l3 : 30~ 15 : 00 @乳 幼児 萱瀬出張所 9 : 30~ 11 : 00 ⑪乳幼児

5 日 乳幼児発達相談 市役所 9 : OO~ 11 : 00 成 人 の 健 康 相 談

休) 妊婦教室(1) 市役所 13 : 00~ 16 : 00 萱瀬出張所 13 : 30~ 15 : 30 @血圧測定

@はじめて母親となる心得 、妊娠中の保健 19 日 乳 幼 児 発 達 相 談 市役所 9 : OO~ 11 : 00 

6 日 1歳 6 か 月児健康診査 は。 妊婦教室(3) 市役所 13 : OO~ 16 : 00 

(木) コミュニティセンター ⑧13 : OO~ 13 : 30 ⑪入浴のさせ方、育児用品のそろえ方

@昭和57年 3 月生まれ (56年 10月 ~57年 2 月 生ま 21日 健康相談 福祉センター 13 : 00~ 15 : 00 

れで、まだ受けていない人も受診して下さい) 位当 @:'a… 7 日幽と同じ

@母子 健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ :a a呂 当番医

7 日 健康相談 福祉センタ- 13: OO~ 15 : 00 担) (内・ 消)南野内科消化器科 東三城町宮③ 3 73 1 

白首 @40 歳以上 (主婦、自営業者など) @ 血圧測定 (整)貞 松整形外科東本町宮④ 1 1 6 1 

§日 当香医 26 日 妊婦教室(4) 市役所 13 : OO~ 16 : 00 

{日} (内 )岡内科東 三城町宮② 30 00 (7 J() ⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

(整)牟 田整形外科古田J2 丁目含② 450 1 27 日 3 歳児健康診査 コミュニティセンター

10 日 当雷医 休) @ 9 : 30~ 10 : 00、l3・ 00~ 13 : 30 

{舟禁} (内)今田内科桜馬場 2 丁目含④ 5588 @昭和55年 4 月生まれ (54年 10月 ~ 55年 3 月生ま

(産 ・婦)中央産婦人科 水主町 2 丁目 E ② 3850 れで、まだ受けていない人も受診し て下さい)

11 日 乳幼児健 康 相 談 保健所 00 9 : 30~ 10 : 00 @母子健康手帳、問診票

(j() @5~7 か月の乳児 30 日 当番医

12日 妊婦教室(2) 市役所 13 : 00~16 ・ 00 (9) (内)朝 長医院 杭出津 2 丁目含④ 5000

ω。 @妊娠 中の栄養、妊婦体操ほか (泌)黒木泌尿器科西大村本 町宮④ 02 1 1 

14日 1 i歳 6 か 月児健康診査 コミ ュニティセンター
。健康で、 明るい家庭を 築きましょう

伝的 @ @ @ ...6 日(木)と同じ

略号の説明 @ …対象者 ②…受付 @ …持ってくるもの ⑪…内容

当番匿の診療時間 9 : 00~ 18 : 00 

時間:午後 2 時-3 時

(
%
1
%実
施
分
で
、

%
ま
で
に
通
知
が
な
か
っ
た
人
は
異
常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
)



※
子
育
て
電
話
相
談
室

(合
③
4
0
7
0

毎
週
火

・
金
曜

午
前
日
時
1
午
後
5
時
)

昭和58 年 9 月15 日
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りおおむ市政だより

h
F 

み
ん
な
で
歩
い
た
「
健
民
の
巴
ふ
る
さ
と
フ
ォ
ー
ク
(%
玖
震
跡
ほ
か
)一

自
分
の
健
康
は
自
分
で
作
ろ
う
と
、
小
学
生
か
ら

卸
歳
代
の
お
年
寄
り
ま
で
約
加
入
が
参
加
。

玖
島
城
跡
を
出
発、

t

閏
円
融
寺
庭
園
、
本
経
寺
な
ど
、

一

全
員
疲
れ
も
み
せ
ず

8
伽
を
歩
き
ま
し
た

0

・4

(5) 

新しい橋が完成 (万 鶴亀橋〉 企

内田川に架かる、鶴亀橋の架け琶え工事が完

成し、土砂降りの雨の中で開通式が行われ、親 j 

子 3 代や地元の竜踊り、獅子舞いなどが渡り初 ! 
めを行いましだ。 一一一一ーーーー 一一一一一一一一一一一一一--_/ .

日本語むつかしいけど頑張りますC% 難民一時レセプションセンター)
市内の退職教職員で組織している教育親和会の人た

ち12 人が講師となって、毎週2 回日本語の指導を行っ

ています。参加している難民の人たちは つでも多く

V の日本語を覚えようと 生懸命です。

ー
碑，
r
p
れ
い
ず
れ
ず
⑧

裸
島
の

4
由
一
祖
神
μ

ー

今

も

絶

え

ぬ

象

徴

の

数

!

郷
村
記
(
郡
村
之
内
リ
松

原

、

大
対
遣
い

い、

.0W
芳

村
の
部
)
の
中
に

H

裸
嶋
脇
、

、

じ

Jr¥
父

vt州

F

『

』

f
k

メ
b

、
、
圃
一

庄
屋
の
御
前
(
さ
や
の
ご
ざ

「
f
ん
/
ル
/
¥
X
i
T
3

PPI
-
r
J
ぐ正船所一一一

野
石
、
地
形
壱
畳
程
、
大
杉
あ

・
・
-
」
¥

V〈

j

f
i
E
一

り
υ

と
寺
社
の
部
に
書
き
印
さ

計

M
h
¥
¥
E祖
F
一一句一

れ
て
い
る
道
祖
神
が
あ
る

0

・E

d

d

y

-

E

古
来
よ
り
、
縁
結
び
・
子
授
け
・
厄
除
け

・
五
穀
豊
議
と
い
う

よ
う
に
、
そ
の
地
方
に
よ
っ
て
、
道
祖
神
の
呼
び
方
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
サ
ヤ
ノ
力
ミ
ま
た
は
、
サ
工
ノ
力
ミ
と
呼
ん
だ
り
し
て
い

る
が
、
松
原
に
あ
る
の
は
、
中
国
、
四
園
地
方
に
か
け
て
呼
称
さ

れ
て
い
る
サ
ヤ
ノ
力
ミ
に
近
い
音
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
普
通
こ
の
神
は
、
男
女
の
和
合
の
造
形
像
が
多
い
が
、

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
男

性
の
象
徴
(
陽
)
を
祭

っ
て
あ
り
、
女
性
(
陸
)

は
見
ら
れ
な
い
。
女
性

専
用
?
の
道
祖
神
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
祭
る
風
習
は

遠
く
神
代
の
頃
か
ら
と

い
わ
れ
、
現
在
で
も
、

そ
の
風
習
の
根
強
さ
は
、

供
え
ら
れ
る
象
徴
の
数

で
、
素
朴
な
庶
民
の
信

仰
の
強
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
る。

碑
ーを
た
ず
ね
て
は
、
今
固
で
襲
ら
一

一ぜ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
一霊
読
あ
り
一

;
か
さ
で
フ
ご
ざ
い
ま
し
た
一。

~
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¥
寸
冷
昭
二
一
一
回
一
大
村
市
身
体
障
害
者

村
尚
人

A
L
第
十一
一
ス
ポ
ー
ツ
大
会

.

(

毛

布

」

身
体
障
害
者
の
人
た
ち
が
ス
ポ

/

山

、

ー

ツ
を
通
じ
、
体
力
の
維
持
、
増

強
を
図
り
、
明
る
く
積
極
的
な
性

格
と
協
調
精
神
を
養
う
た
め
開
催

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

叩
月
2
日
同

午
前
9
時
却
分

場
附

向
陽
高
校
グ
ラ
ン
ド

申
込
方
法

身
障
連
各
地
区
役
員

を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い

問
合
せ
先

身
障
連
事
務
局

(宮
③
7
0
0
2
)

福
祉
の
ひ
否
脇

入

居

者

募

集

所
在
地

荒
平
町
1
2
5
0
番
地

雷
③
3
1
1
0

定
員

叩
人
(
単
身
者
M
人
、
夫

婦
8
組
)

入
居
条
件
O
独
立
し
た
日
常
生
活

が
で
き
る
人

O
健
康
で

ω歳
以
上
の
人

O
利
用
料
、

そ
の
他
必
要
な
費
用

+特豊
三三別君
11 ど給妻
ー・

長(芝詰
土主主2
与が E

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な

ど
を
受
給
中
の

人
で
、
前
回
の

特
別
給
付
金
の
給
付
を
終

っ
た

人
に
、
改
め
て
特
別
給
付
金
が

給
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
法
律

の
改
正
で
新
た
に
給
付
対
象
と

な
る
人
に
も
、
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
特
別
給
付
金
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人
も
ご
相
談
下
さ
い。

問
合
せ
先

福
祉
課
社
会
係

※
援
護
相
談

が
負
担
で
き
る
人

問
合
せ
先

サ
ン
ラ
イ
フ
、
保
護
課
厚
生
係

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

白
盟
関
冒

8
を
開
催
し
ま
す

①

朗

読

講

習

会

視
力
障
害
者
に
声
の
図
書
な
ど

朗
読
奉
仕
を
し
て
い
た
だ
く
人
を

養
成
し
ま
す
。

期
間

叩
月
2
日

1
ロ
月
4
日

毎
週
日
曜
午
後
1
時

1
4時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

篠

倉

千

鶴

子
先
生

申
込
期
限

9
月
初
日
樹

申
込
・
問
合
せ
先

身
障
連
事
務
局
(
宮
③
7
0
0

2
) 

}
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の

(
介
護
技
術
講
習
会

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
自
立

促
進
の
た
め
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

寝
た
き
り
老
人
な
ど
を
介
護
さ
れ

て
い
る
人
も
受
講
で
き
ま
す
。

期
間9

月
お
日
同
1
m
月
6
日
同

※
土
、
日
曜
は
除
き
ま
す

内
容

O
介
護
の
方
法

O
機
能
回
復
訓
練
の
方
法

ほ
か

問
合
せ
先

保
護
課
厚
生
係

(9
月
幻
日

ω
午
前
日
時

i
午
後
3
時

y==~;ーて777Tfzτーーで ι 盆

日 目 年ト わレ リH んた 月 a 畠 { 家 i j藤科 41 カ ま ト九 され 8 噌 d 阻 幽血 多

j ネと 、 レりア 代 コ 「 21 a・・ 3 
し 西 ア賞コ表 l 第 日 司・・圃・・・・・・E 記

j子 て 大コ を | とラ 6 、 ~~均時期・・・・ 1] 
j さ産村 | 受ラしス回 名 F ふ鋼 ・E 3 
目 ん 声 婦 ラ賞 ス て 全 全 古 遜』ぷ;向精 類・・・・P J. 
j a Z 人ス し は 出 国日 屋 一;ヤザ週.i 学はた 場 大本 市 ぶ事 j毒 げ 級 、 。見 し 会 お で #;喜 一視 野 j 

た の 昭 事 た」 か 開 轡総務参溜 F 可 ! 
警護幹 線 昼

!なで し すなでが中 | は 〉磁場強魁 ミ
j tド 主 主1雪自?4 ぷ語ZJJ 2錨懇話込 i醸
j話 」り そで 。のる人の 緩藩欝滋績極璽感議運遜繋翠丞;長 芋E

!主主 zE響Z t i :議 議雛髄醸趨lJi;T
li号主 持主53 f警Z 灘糠欝廼麗摺越ミネ
ドR ふ夏見4 2 tよヲ 護盤欝擁護蕗認器購 i子
ドT Z2 キ妥三 A磨主 購輔器購j?
j ヵ んた 多 でけっ 輪っ 下町かぬ も句咽臨欝議繁司喝器密齢差 rυ
j ナ のいくもどか 「 詰 て 探知 也有利 山可暗酪 蕗総 J守電壇画圃 (

!i 官ヱヌ霊平 行 口 偽報道臨時よ三野禽遁圏整ン
lだはねににの 考 ラし」 可聴鵬繍照明胆F一一一\...，..~ぬ羽田鵬~体

目 。 、」 はで 好え スて とい助 仲 で譜私「とも出腹 化 頭戸 万可 . ぷ子h
i 歌といきき ら とく チ つけ 崩す は はと語いす の 防 E を震 バ (~?) 
j を話 つ るな れ いれ ヨ もてのよ読あい桑 い の 底 止 使 読 23 二ノ モタ
j 忘 事てか 人 がう た ツ楽 も人 。めん つ 撃で で か に うむ 聞 ~ 
j れ費も ら なちと 。 ピしら た で な ま て 井す健 ら な のこ 3 i 

な 井 ら是らで 、 リく っ ち もいりもさ よ 康声りで と l 
j いさ い宍誰す む 内 歌て に、 ん 楽、 ん」 にを 、老 で l 

事

てミ

の

中

も

ノ¥

-
・-
-句、

市
役
所
第
1
会
議
室
)



※
長
崎
街
道
を
歩
こ
う

9 
月
25 
日 (
(日)

昭和58 年 9 月15 日
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り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

家
豪
雪
④

3
1
6
1

各
種
教
室
を聞

き
ま
す

受
付
開
始

9
月
四
日
開

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

おおむ

大

講

演

市政だより(7) 

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
。

@
だ
れ
に
で
も
で
き
る

楽
し
い
色
鉛
筆
画
教
室

全
く
の
素
人
で
も
気
軽
に
楽
し

め
る
色
鉛
筆
画
を
学
び
ま
す
。

期

間

叩

月
8
日
i
u月
口
日

毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
1
4時

対
象
・
定
員
成
人

却

人

講
師
荒
木
三
津
治
先
生

①
や
き
も
の
入
門
教
室

初
心
者
向
け
の
焼
き
も
の
ず
つ
く

り
を
学
び
ま
す
。

期

日

日

月
7
日
i
u月
9
日

毎
週
金
曜
午
前
凶
時

1
正
午

対

象

・

定

員

成

人

加

入

講

師

岩

永

憲

治
先
生

間
お
8

叩
月
1
日
出
j
初
日
目

(月
曜
・
祭
日
は
休
み
)

史

料

館

企
A

叩
月
1
日
出

午
後
2
時
j

4
時

大
村
藩
政
史
料
に
つ
い
て

講
師
図
書
館
長
佐
竹
茂
先
生

市
立
図
書
館
会
議
室

ー

!
a，，
迫
電

1
44

午
前
9
時
;
午
後
3
時へ

直
送
し
ま
す
。

国
鉄
松
原
駅
前
集
合

ス
コポ
I I 
ナツ

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

第

μ
回
大
村
市
少
年
柔
剣
道

練

成

大

会

成

績

柔
道虫

子
校
団
体
戦

①
郡
中
A

②
西
中
A

③
玖
島
中

小
学
校
団
体
戦

①

竹

松

②

三
城
③
西
大
村

個
人
戦

(
中
学
1
年
)
①
浦

山
丈
俊
(
同
2
年
)
①
毎

原
正
勝
(
同
3
年
)
①
中

島
英
雄

剣
道史

子
の
部

①
坂
口
②
諏
訪

③
鈴
田
、
微
神
道

山
子
の
部

①
諏
訪
A

②
檀

松
A

③
池
田
A
、
三
浦
A

バ者
レロ
l ス

ポ不
l 、y

jレ少
大 空
..e::，.. rm 
Z三

期
日
叩
月
日
日
凶

1
凶
日
岡

場
所

市
民
体
育
館
ほ
か

申
込
期
限
叩
月
5
日
附

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課

出
ハ
申
込
書
な
ど
は
、
登
録
少
年
団

教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
講
座
の

受
講
生
を
募
集

期
間

山
月

1
日
年
3
月

週
1
回
(
月
4
回
)

史

富田i
覧次官
ゐヒエゴ周
Z 三 O 年

時
間午

後
6
時
加
分
1
8時
泊
分

対
象
・
定
員

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
人
で
却
歳
未
満

参
加
費
削
円
)

の
勤
労
青
少
年
初
人

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

申
込
期
限

9
月
初
日
樹

※
期
限
前
で
も
定
員
に
な
り
ま

し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
(
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
に
あ
り
ま
す
)
で
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
へ

遺
産
名
川
内
は
曜
日

英
会
話

・
料
理
A
側
、
生
花
川
州
、

書
道
ペ
ン

・
卓
球
岡
、
茶
道

・

料
理

B
岡
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン
・
き
も
の
着
付
け
幽

会
員
を

募
集
し
て
ま
す

大

村

市

合

気

道

会

練
習
日

毎
週
月

・
水

・
金
曜

時
間

午
後
6
時

1
8時

場
所

市
武
道
館
1
階

対
象

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん

※
未
就
学
児
を
除
き
ま
す
。

申
込
先

直
接
霧
自
場
ま
た
は
合

気
叫
翌
五
事
務
局
(
宮
⑤
0
2
7

3
獅
子
島
)

大村子供の家全面改築竣工記念講演会

積木ぐずし
講師穂積隆信氏

市民会館 10 月 7 白金:) 12 時20 分

入場無料(整理券が必要で、す 。整理券は、子供の家、福祉課、社会教育課でお求め下さい〉

※手話通訳ちいたします。 問合せ先: 大村子供の家 宮⑤8319

~親と子の 200 日戦争~
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言
内
職
就
業

i
i
g
i

一
技

術

講

習

会

対
象

外
に
出
て
働
く
こ
と
が
で

き
な
い
家
庭
婦
人
で
、
内
職
就

業
を
希
望
さ
れ
る
初
心
者
の
人

講
習
科
目

あ
み
も
の
(
手
あ
み
)

期
間日

月
お
日
凶
1
1
月
初
日
凶

(日

・
月
曜
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無
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す

問
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婦
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③
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る
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。国民健康保険税( 3期分)
。国民年金保険料( 2期分)
9月50 日(金)までです

薬と健康について
講師上田医院院長上田市次先生

9月22 日(木)午後 1時30 分--3 時

萱瀬出張所

a 
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